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』批

評

・

紹

介

筒
煩
分
類
浅
論
永
田
英
正
著

『
居
延
漠
簡
の
研
究
』
に
よ
せ
て
|

李

均

明

角

谷

常

子

詩

一
九
九

O
年
春
、
永
田
英
正
氏
の
『
居
延
漢
衡
の
研
究
』
を
奔
讃
し
、
非
常

に
多
く
の
枚
穫
を
得
た
。
本
書
の
内
容
は
聾
富
で
、

序
章
の
他
に
二
部
十
章
あ

り
、
主
慢
と
な
る
の
は
第
一
章
か
ら
第
八
章
で
あ
る
。
私
が
最
も
関
心
を
も
っ

た
の
は
、
第
一

部

「
居
延
漢
簡
の
古
文
書
開学
的
研
究
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
私

も
ち
ょ
う
ど
同
じ
硯
角
か
ら
研
究
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
貼
に

つ
い
て
以
下
に
意
見
を
の
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

永
田
分
類
法
の
貢
献

出
土
し
た
大
量
の
簡
臓
に
は
|
|
系
統
的
分
類
と
部
分
的
蹄
納
分
類
と
い
う

範
闘
の
差
は
あ
る
が
|
|
全
て
分
類
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
系
統
分

類
と
し
て
は
、
例
え
ば
羅
振
玉
、
王
園
維
一
隅
氏
の
『
流
沙
墜
簡
』
で
は
、
全
設

を
(
一
)
、
小
皐
術
数
方
技
宝
百
合
一
)
、
屯
成
叢
残
(
三
)
、

関
臆
遺
文
に
わ
け

て
い
る
。
そ
し
て
大
分
類
一
つ
に
つ
き
、
さ
ら
に
若
干
の
小
分
類
を
す
る
。
例

え
ば
、
小
皐
術
数
を
、
字
書
、
暦
譜
、
九
九
術
、
占
書
、
密
室
百
に
、
屯
成
叢
残

を
簿
書
、
爆
継
、
成
役
、
康
給
、
器
物
、
雑
事
に
分
け
、
簡
膿
遺
文
に
は
手
紙

及
び
残
簡
を
収
録
し
て
い
お
い
弊
株
氏
の
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
居
延
漢
簡
考

回
押
・
四
伸
文
之
部
』

(
一
九
四
三
年
、
四
川
南
渓
本
)
で
は
、

羅
、
王
雨
氏
の
分

類
を
踏
襲
愛
展
さ
せ
、
文
書
、
簿
録
、
信
札、

経
籍
、
雑
類
の
五
項
目
に
分
け

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
項
目
ご
と
に
若
干
の
小
分
類
を
附
し
て
い
る
。
例
え
ば
文

書
は
、
書
徴
、
封
検
、
符
券
、
刑
訟
に、

簿
録
は
ほ
惇
姥
、
成
役
、
疾
病
、
死
傷
、

銭
穀
、
器
物
、
車
馬
、
酒
食
、
名
籍
、
資
績
、
簿
検
、
計
簿
、
雑
簿
な
ど
に
分

け
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
分
類
法
に
は
一
定
の
基
準
が
な
い
た
め
に
、
議

む
者
は
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
い
が
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。

英
園
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
皐
の
ロ

l
ウ
エ

1
(
云
芯
『
向
。
-
F
o
o
d
Z
)
氏
の

均

R
。
、
札
刷
。
¥
旬
h
n
g
h
bミ
ミ
h

マ
ミ
S

3

(

N
〈

o-
目
・
・
。
曲
目
『
『
正
問
。
・
呂
田
斗
)

は
、
は
じ
め
て
文
書
皐
的
方
法
を
用
い
て
全
面
的
考
察
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
、
永
田
氏
が
文
書
皐
的
方
法
で
、
一

層
系
統
的
か
っ
一

層
級
密
な
分
類
を
行
っ
て
こ
ら
れ
、
こ
こ
に
そ
れ
を
集
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て、

そ
の
影
響
は
深
遠
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

部
分
的
官
一
納
分
類
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
)
森
鹿
三
氏
の
第
二
亭
食

符
の
研
究
、
大
庭
倫
氏
の
居
延
出
土
の
詔
書
加
の
復
元
、
沈
元
氏
の
牛
籍
の

研
一町
一
陳
公
柔

・
徐
率
芳
一悶
氏
の
大
湾
出
土
西
漢
田
卒
簿
籍
の
研
一
役
そ
し
て

私
の
「
封
検
題
署
考
略
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
文
書
そ
れ
自
身
の
性
質
と

特
徴
に
基
づ
い
て
舗
納
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
が
、
角
度
を
繁
え
て
人
物
或
い

は
事
柄
を
中
心
に
鶴
一
納
し
マ
ゆ
く
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
議
鹿
一一一氏の
令
史

弘
に
関
す
る
文
書
の
集
成
、
子
豪
亮
氏
の
今
省
卒
。
の
解
譲
、
そ
し
て
私
の

「
居
延
漢
簡
債
務
文
書
術
略
」
も
、
こ
の
方
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
日
戸
こ
の

部
分
的
館
納
分
類
は
系
統
分
類
の
基
礎
で
あ
り
、
永
田
氏
の
『
居
延
漢
簡
の
研

究』

も
、
多
く
の
部
分
的
時
納
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『居
延
漢
簡
の
研
究
』
の
第
一
部
「
居
延
漢
衡
の
古
文
書
準
的
研
究
」
は
、

全
部
で
三
章
十
節
か
ら
成
る
。
第
て
二
重
は
、
居
延
漢
簡
の
集
成
で
、
氏
の
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分
類
法
を
集
中
的
に
鐙
現
し
た
も
の
で
、
特
に
第
一
章
の
、
破
城
子
出
土
の
簿

籍
衡
股
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
第
一
章
各
項
に
お
け
る
分
類
は
永
田
氏
の
簡
膿

分
類
法
(
以
下
永
田
分
類
法
と
略
稽
)
の
特
徴
が
十
分
に
設
揮
さ
れ
て
い

る
の
で
、
次
に
そ
れ
ら
を
分
析
の
針
象
と
す
る
。

永
田
分
類
法
で
は
破
城
子
出
土
の
簿
籍
を
二
つ
に
大
き
く
分
類
す
る
。
簿
籍

表
題
類
と
簿
籍
本
文
類
で
あ
る
。
そ
し
て
簿
籍
表
題
を
さ
ら
に
表
紙
と
表
紙
以

外
の
二
つ
に
分
け
、
そ
の
各
々
を
さ
ら
に
若
干
の
部
分
に
分
け
て
い
る
。
例
え

ば
表
紙
類
は
、

I
吏
卒
(
イ
ゥ
吏
卒
名
籍
。
、
ロ
ニ
例
卒
名
籍
。
、
ハ
今
卒
家
属

名
籍
。
)
、

E
勤
務
(
イ
φ

日
迩
簿
ペ
ロ
ゥ
郵
書
遮
迭
の
記
録
簿
。
、
ハ
ク
作

簿
乙
、

E
援
物
(
イ
ク
守
御
器
簿
。
、
ロ

φ

成
卒
被
丘
ハ
簿
。
等
〉
、

W
見
銭
(
イ

ク
銭
出
入
簿
夕
、
ロ
ク
吏
受
奉
名
籍
。
)
、

V
食
糧
(
イ
。
穀
出
入
簿
。
、
戸
。
吏

卒
原
名
籍
。
、
ハ
ゥ
卒
家
厩
康
名
籍
。
〉
、

w
H
そ
の
他
、
に
分
か
れ
、
表
紙
以
外

は
a
掲、

b
ク
・
右
。
類
、

C

0

・
凡
。
類
、
に
分
か
れ
て
い
る
。

簿
籍
本
文
類
も
表
題
類
と
封
師
服
し
た
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
細
目

が
さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
の
と
お
り
。

I
吏
卒

(
イ
ク
吏
卒
名
籍
φ
a
、
b
、
c
、
d
、
e
、
f
型
、
ロ
。
病
卒
名
籍
。
)
、

E
勤

務
(
イ
ク
日
迩
待
。

a
、
b
型
、
ロ
ク
郵
書
逓
迭
の
記
録
簿
。

a
、
b
型、

。
信
貌
俸
遠
の
記
録
簿
。
、
エ
ク
作
簿
。

a
、
b
型)、

E
器
物
(
イ
ク
守
御
器

簿
。

a
、
b
、

c
、
d
、
d
、

e
、
f
、
E
型
、
ロ
ク
成
卒
被
兵
簿
。
ほ
か

a
、

b
、
c
、
d
型)、

W
見
銭
(
イ
ク
銭
出
入
簿
φ
a
、
b
、
c
、
d
、
e
、
f
、

E
型
、
ロ
。
吏
受
奉
名
籍
。

a
、
b
、

c
、
d
、

e
、

f
型〉、

V
食
糧
(
イ

ク
穀
出
入
簿
。

a
、
b
、
c
、
d
型
、
ロ
今
吏
卒
康
名
籍
。

a
、
b
、
c
、
d

型
、
ハ
ク
卒
家
属
県
名
籍
。

a
、

b
型
、
ニ
食
糧
関
係
そ
の
他
a
、
b
型)、

羽
そ
の
他
(
イ
、
ロ
、
ハ

a
、
b
型
、
ニ
、
ホ

a
、
b
型
、
へ
、
ト
、
チ

a
、

b
、
C

型
、
リ
、
ヌ

a
、
b
型
)
。

第
二
意
も
上
述
の
原
則
に
従
っ
て
衡
膿
分
類
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
少
増
減

が
あ
る
。
例
え
ば
、
地
湾
出
土
の
簿
籍
表
題
類
の
、
表
紙
以
外
の
と
こ
ろ
に
は

封
検
が
加
わ
り
、
ま
た
簿
籍
本
文
類
E
器
物
イ
ク
守
御
器
簿
。
に
は

a
型
が
加

わ
る
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
例
は
奉
げ
な
い
。
第
二
章

の
最
後
の
部
分
は
簿
籍
簡
膿
の
様
式
分
類
表
で
、
各
類
型
の
簡
績
の
形
式
を
総

括
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
籍
と
簿
、
簿
籍
と
文
書
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
し
、
ま
た
簿

籍
迭
遺
文
書
を
出
土
地
別
に
分
類
し
て
、
簿
籍
の
作
成
と
庭
理
に
つ
い
て
分
析

し
、
さ
ら
に
簿
籍
の
黙
検
と
文
書
行
政
の
一
般
原
則
を
述
べ
て
い
る
。

永
田
分
類
法
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
居
延
漢
衡
の
文
書

皐
睡
系
に
は
一
つ
の
系
統
性
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
以
下
に
述
べ
る
い
く
つ
か
の

黙
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

簿
籍
は
居
延
漢
衡
の
約
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
骨
同
時
の
屯
民
活
動
の
中

で
最
も
庚
乏
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
文
書
形
式
で
あ
る
。
永
田
分
類
法
は
、

そ
の
簿
籍
か
ら
着
手
し
て
、
居
延
漢
簡
の
主
要
部
分
を
把
撞
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
破
城
子
出
土
簡
績
は
居
延
漢
簡
の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
簿
籍
の

出
土
が
最
も
集
中
し
て
い
る
地
黙
で
も
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
数
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
排
列
、
恒
聞
納
が
可
能
と
な
る
。
永
田
分
類
法
は
ま
さ
に
破
滅
子
出
土
簡
を

そ
の
分
類
の
突
破
口
と
し
、
そ
こ
か
ら
設
展
し
で
ほ
ぼ
完
壁
な
鐙
系
を
つ
く
り

あ
げ
た
。
し
か
も
折
よ
く
、
破
滅
子
出
土
の
新
簡
は
一
高
枚
近
く
あ
り
、
こ
の

睦
系
の
設
展
に
庚
大
な
天
地
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

簿
籍
分
類
に
お
い
て
、
永
田
分
類
法
は
非
常
に
詳
細
で
あ
る
。
例
え
ば
、
簿

籍
本
文
、
器
物
の
項
の
守
御
器
簿
を
、

a
、
b
、
c
、
d
、
d
、

e
、
f
、
g

の
八
つ
に
分
け
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
さ
ら
に
居
延
奮
簡
に
み
え
る
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
資
料
を
輯
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
誰
も
な
し
と
げ
ら
れ
な
か
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っ
た
こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
分
類
の
紋
黙
は
基
準
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
羅
、
王
雨
氏
は
、
屯
成

叢
残
を
簿
籍
、
燦
燈
、
雑
事
・
。
に
分
け
、
労
氏
は
簿
録
を
ほ
時
刷版
、
簿
検
・

:
:

に
分
け
て

い
る
が
、
簿
書
と
蜂
姥
、
修
縫
と
待
機
は
同
じ
観
粘
か
ら
区
分
し
た

も
の
で
は
な
い
。
永
田
分
類
法
は
一
定
の
基
準
、
即
ち
終
始
文
書
皐
閏
角
度
か

ら
考
察
分
析
を
行
い
、
そ
の
最
小
の
分
類
(
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
そ
こ
に
含
ま
れ

る
a
、
b
、

c
と
表
示
さ
れ
た
も
の
)
は
ほ
ぼ
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
、
か
っ

客
観
的
貿
情
に
合
致
し
て
い
る
。

永
田
分
類
法
で
簿
籍
表
題
を
簿
籍
本
文
と
わ
け
て
論
じ
、
前
者
を
後
者
の
分

類
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
の
は
安
嘗
な
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
簿
籍
の
表

題
は
嘗
時
の
人
々
の
稽
謂
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
稽
謂
に
基
づ
い
て
文
書
を

分
類
す
る
の
が
確
質
だ
か
ら
で
あ
る
。
評
者
は
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
整
理
に
参

加
し
た
時
、
稿
謂
と
は
そ
の
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代
人

が
憶
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
大
い
に
痛
感
し
た
。
例
え
ば
秦
簡
の

。
語
書
。
は
、
表
題
が
夜
見
さ
れ
る
前
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
ιγ

南
郡
守

騰
文
書
。

と
よ
ん
で
い
た
し
、
。
封
診
式
。

も
表
題
夜
見
前
に
は
。
治
獄
程

式
。
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て
整
理
の
後
半
、
私
が
一
枚
ず
つ
竹
簡
の
背
函
を

検
査
し
て
い
た
時
は
じ
め
て
泥
で
お
お
わ
れ
た
下
に
。
語
書
ヘ
ク
封
診
式
φ

、

今
白
書
。
の
三
つ
の
表
題
を
護
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。

永
田
分
類
法
は
簿
籍
表
題
を
重
視
し
た
だ
け
で
な
く
、
表
題
と
鰐
籍
本
文
と

の
針
際
関
係
を
探
る
こ
と
に
も
カ
を
輩
く
し
て
い
る
。
永
田
分
類
法
の
簿
籍
本

文
の
中
分
類

(I
、
日
、

E
と
表
示
さ
れ
る
も
の
)
は、

表
題
と
一
致
し
て
い

る
が
、
最
小
の
分
類
項
目
は
簿
籍
表
題
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
理
に

か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
吏
卒
名
籍
を
例
に
と
る
と
、
様
々
な
事

柄
に
針
隠
す
る
た
め
に
、
書
式
を
多
少
異
に
し
た
名
籍
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
永
田
分
類
法
は
ま
た
籍
と
簿
の
匡
別
と
そ
の
有
機
的
関
係
に
つ
い
て
も
注
意

し
て
い
る
。
簿
籍
の
加
害
に
お
け
る
位
置
と
機
能
に
注
目
し
て
、
。
莫
嘗
燈
守

御
器
簿
今
、
今
兵
釜
磁
簿
。
な
ど
の
典
型
的
な
例
を
分
析
し
た
。
ま
た
簿
籍
迭

達
文
書
の
集
成
を
し
、
そ
の
形
式
的
特
徴
を
分
析
し
た
。
簿
籍
の
作
成
、
授

受
、
通
行
範
園
な
ど
の
文
書
行
政
に
つ
い
て
基
本
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

総
じ
て
い
え
ば
、
永
田
分
類
法
は
、
居
延
奮
簡
を
利
用
し
た
研
究
の
到
達
可
能

な
高
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
の
で
あ
り
、
間
学
術
上
に
果
た
し
た
貢
献
は
大
き

な
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
永
田
分
類
法
に
は
さ
ら
に
披
充
改
善
す
る
絵
地
も
あ
る
。

永
田
分
類
法
で
は
、
通
行
文
書
と
簿
籍
と
の
関
係
に
注
意
し
、
簿
籍
と
関
係

の
あ
る
文
書
に
つ
い
て
も
分
類
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
れ
ら
を
簿
籍
と
同

等
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
る
こ
と
な
く
、
往
々
に
し
て
簿
籍
類
に
舗
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
簿
籍
表
題
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
今
郵
書
課
ヘ
ゥ
過
書
刺夕、

今
功
努
案
ヘ

φ

吏
病
及
観
事
室
田
巻
夕
、
。
吏
寧
書
ヘ
ゥ
吏
去
署
翠
ヘ
令
部
土

吏
候
長
往
来
書
ヘ

φ

府
激
書
案
。
、
。
車
頁
書
今
、
。
除
書
夕
、
今
秋
射
愛
書
今
、

。
自
謹
愛
書
。
、
簿
籍
本
文
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
郵
書
遜
迭
の
記
録
簿
a
、

b
型。、

J
Z
岡
山
抗
惇
遂
の
記
録
待
。
、
途
信
受
信
記
録
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
す
る
と
、
簿
籍
と
そ
の
他
の
文
書
と
の
匡
別
が
混
飢
し
や
す
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
他
の
文
書
に
は
、
詔
書
律
令
、
通
行
文
書
、
司
法
文
書
な
ど

の
専
用
文
書
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
居
延
漢
簡
全
睦
の
字
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
簿
籍
と
同
等
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
て
分
類
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

永
田
分
類
法
で
は
、
す
で
に
簿
と
籍
の
匿
別
と
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
分
類
す
る
際
に
、
そ
の
基
準
が
は
っ
き
り
で
き
れ
ば
な
お
安
嘗
な
も
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の
と
な
ろ
う
。
永
田
分
類
法
に
よ
る
と
、
簿
と
は
帳
簿
で
、
主
に
銭
財
食
糧
の

出
入
と
勤
務
評
定
に
関
す
る
も
の
、
名
籍
は
現
在
の
名
簿
の
如
き
も
の
で
、
主

に
人
や
物
の
吠
況
を
記
録
す
る
も
の
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
匿
別
に
従
え

ば
、
簿
籍
本
文
類
の
。
吏
卒
名
籍
。

e
項
、
。
吏
受
奉
名
籍
。

b
項
の
大
部
分

は
簿
に
錆
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
。
吏
受
奉
名
籍
。

b
項
の
一
一
一
一
一
・
三

四
餓
「
出
十
二
月
吏
奉
銭
五
千
四
百
候
長
一
人

・
候
史
一
人

・
峰
崎
長
六
人

五

鳳
五
年
正
月
丙
子
尉
史
害
時
玉
付
第
廿
八
爆
長
駿
奉
世
卒
功
孫
辞
非
」
を
と
り
あ

げ
て
み
る
と
、
こ
の
主
要
な
記
載
内
容
は
支
給
さ
れ
た
俸
給
の
数
量
で
あ
っ

て
、
支
給
さ
れ
た
人
の
姓
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
(
支
給
さ
れ
た
人
数
の
み
)
、

従
っ
て
帳
簿
の
特
徴
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

新
簡
明
司
、『印

・
ミ
簡
「
五
鳳
四
年
八
月
奉
線
簿
候
一
人
六
千
・
尉
一
人

二
千
・
土
吏
三
人
三
千
六
百
・
令
史
三
人
二
千
七
百
・
尉
史
四
人
二
千
四
百
・

候
史
九
人
:
:
・
」
の
形
式
は
先
の
例
と
同
じ
で
あ
る
が
、
自
ら
。
徳
一。
と
m
惜し

て
い
る
。
故
に
こ
の
類
の
簡
は
帳
簿
に
院
す
べ
き
で
あ
る
。

簿
籍
表
題
に
は
明
確
な
稽
謂
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
田
分
類
法

に
収
め
ら
れ
て
い
る
破
滅
子
の
簿
籍
表
題
類
。

wそ
の
他
。
の
七

0
・
一
六
簡

「
・
第
十
部
主
爆
至
所
」
、
b

o
・
右
。
類
の
牢
数
以
上
の
筒
、

c
o
-
-
凡
。

類
の
大
部
分
の
簡
に
は
稽
請
が
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
簿
籍
表
題
類
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

簿
籍
本
文
の
分
類
は
非
常
に
難
し
い
。
例
え
ば
漢
代
の
守
御
器
と
兵
器
の
概

念
に
は
匿
別
が
あ
い
川
)
永
田
分
類
法
に
お
い
て
、
そ
れ
を
手
術
器
簿
。
と

。
成
卒
被
丘
(
簿
な
ど
φ

と
し
て
区
別
し
て
い
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
。
守
御
器
簿
。

a
、
b
、
c
、
d
、
e
、
f
の
諸
簡
は
兵
器
簿
に
院
す
べ

き
と
思
わ
れ
る
。

関
股
分
類
に
つ
い
て
の
私
見

線
陸
閏
に
み
れ
ば
、
羅
振
玉
、
王
園
維
雨
氏
の
敦
埠
渓
簡
の
分
類
は
成
功
し

て
い
な
い
。
た
だ
、
大
分
類
の
最
初
の
項
目
で
あ
る
。
小
皐
術
数
方
技
書
。
と

い
う
分
類
は
取
る
べ
き
で
あ
る
。
居
延
漢
簡
に
お
い
て
も
こ
の
書
籍
の
類
は
一

つ
の
大
分
類
項
目
を
た
て
て
官
・
私
文
書
と
は
直
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
居
延
新
簡
に
、
。
相
利
普
剣
万

o
m
〈何
回」
，品。・

M
O
M
-
8
3、
『蒼

額
篇
』
、
『
急
就
篇
』
、
『
算
数
書
』
、
『
九
九
術
』
、
野
薬
方
及
び
各
種
暦
諮
な

ど
、
か
な
り
の
数
量
が
あ
り
、
分
類
隆
系
に
お
い
て
一
つ
の
位
置
を
し
め
る
べ

き
で
あ
る
。

居
延
漢
簡
に
は
内
容
豊
富
な
官
・
私
文
書
が
あ
る
。
私
文
書
は
主
に
書
信
と

契
約
で
あ
る
が
、
官
文
書
は
そ
の
種
類
は
極
め
て
多
い
。
居
延
奮
簡
の
官
文
書

に
つ
い
て
、
永
田
分
類
法
で
は
非
常
に
詳
し
く
考
詮
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

は
『
居
延
新
筒
』
中
の
簡
を
と
り
あ
げ
て
説
明
し
た
い
と
恩
う
。

居
延
漢
簡
に
見
え
る
官
文
書
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
即

ち
、
て
下
行
、
卒
行
、
上
行
な
ど
の
通
行
文
書
。
二
、
詔
書
律
令
な
ど
の
専

用
文
書
。
三
、
簿
籍
で
あ
る
。
た
だ
、
専
用
文
書
に
含
ま
れ
る
多
く
の
種
類
の

文章
一同も
通
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
通
行
文
書
と
の
聞
に
は
紹
射
的
な

境
界
は
な
い
。

官
文
書
の
種
類
を
知
る
た
め
に
ま
ず
穂
請
か
ら
話
す
こ
と
に
す
る
(
稽
謂
と

は
、
蛍
時
、
文
書
に
つ
け
ら
れ
た
名
稽
の
こ
と
で
、
永
田
分
類
法
の
。
表
題
。

に
あ
た
る
)
。
通
行
文
書
の

一
般
的
な
稽
謂
に
は
、
書
、
記
、
激
が
あ
る
が
、
例

え
ば
ク
記
。
を
J
記
書
。
(
吋
色
-
H
N
〉
、
ク
機
φ

を
。
徴
書
。
〈
、
H

，
g
-
E∞)

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
綿
稽
し
て
少
量
目
。
と
い
う
。
た
だ
、
同
じ
類
の
文

書
で
も
、
通
行
す
る
過
程
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
命
名
さ
れ
た
異
な
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る
祷
謂
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
の
と
お
り
。

制
定
震
布
し
た
人
或
い
は
機
構
に
よ
る
命
名

府
書
(
↓
N7
3
、
大
守
府

書

(
吋
お

-as、
大
将
軍
莫
府
書
(
司
NN
・
8
〉)、

丞
相
府
警
(
寸
包
・

8
)、
刺
史
書
(
叶
日。
・
5
N)、
尉
書
ハ
↓
白・岡山)、

侠
長
充
書
(
、
E
C
・
5
3
、

自
占
書

(
吋
印
・
己
、
官
記

(
司
N
N
-
S
3、
府
記
(
叶
巴
・

5
乙
、
王
忠
記

(
、
『
勾
・

5
)、
官
激
(
、
吋N
由
・
口
)
、
尉
激
(
叶
8
・
印
)
、
府
援
椴
(
閉f
hN

-

N
由N
)
、
大
将
軍
撤
(
叶
色

-AH
S
な
ど
。

事
類
に
よ
る
命
名
病
書
(
、
『
印
N
-
N∞
乙
、
行
塞
書
(
叶
臼
・

8
0
)、
牢
書

(
吋
NH
-U印
)
、
康
書
(
吋
印
∞
・
ロ
N)、
櫨
算
書
(
吋
印
H
-
E
3、
翠
書

(
Hd
-

H吋。
〉
、
{
呂
調
書

(
叶
む

-UN印
)
、
報
書
(
]「日
N
-N∞
C
、
師
陣
書
(
司
MM
・
品目印)、

自
言
書
(
吋
印
。
・

E
ε
、
入
官
激

(
司
NN-
HNm)、
出
入
機
(

1

「
S
・斗
N)、

行
事
激

(
叶
g
・
8
)、
驚
激
(
同り
N
N
-
E
a
)
な
ど
。

市開
逮
過
程
に
お
け
る
、
文
書
の
即
時
遠
方
向
や
外
形
に
よ
る
命
名
北
菩

(
吋

印
-
E
C、
南
町
品口
(
何回
ν
巧
H

・
8
)、
合
激
(
叶
臼
・
可
申
)
、
板
倣
(
斗
印
H

-

N

∞
印
)
な
ど
。

官
文
書
の
授
受
関
係
に
よ

っ
て
、
上
金
田
(
吋
印N
・
臼
∞
)
、
移
書

(
、叶印
H

-

H

∞
由
)
、
下
機
(
叶品∞・

6
な
ど
と
よ
び
、
文
書
の
潟
し
を
、
篤
移
書
(
吋
印

-

HN印
)
、
篤
移
激
(
、
叶
臼
・
目
白
)
、
別
書

(
斗
品
・

8
)
と
よ
ぶ
。
ま
た
附
属
文

書
は
書
牒
(
、H，mH
・
自
由
)
或
い
は
牒
書
〈
司
NN
・
8
)
と
呼
ば
れ
る
。
副
本

は
副
ハ
吋
包

・
匂
∞
)
、
自
筆
書
は
手
書
(
、
吋
色
・
品
目
〉
と
よ
ば
れ
る
。

同
一
文
書
に
射
し
て
二
方
面
か
ら
の
呼
び
名
を
合
わ
せ
て
命
名
し
た
も
の

北
板
激
(
、H42
・N
∞
日
)
の
よ
う
に
、
術
開
遼
方
向
と
文
窓口
の
外
形
を
合
わ
せ
て

命
名
し
た
も
の
。

北
行
調
書

(
、H
J
・
2
)
の
よ
う
に
、
同
時
遠
方
向
と
文
書
の

性
質
を
合
わ
せ
て
命
名
し
た
も
の
が
あ
る
。

専
用
文
書
の
種
類
は
非
常
に
多
く
、

一
般
に
は
φ

詔
書
φ

の
よ
う
な
、
専
用

の
稽
請
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
た
い
て
い
ゥ
名
捕
詔
垂
直
タ
(
吋
印
・

5
)
の
よ
う

に
、
事
柄
の
種
類
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
新
簡
に
見
え
る
専
用
文
書
は
以
下
の

と
お
り
。

詔
書
(
常
見
)
、
名
捕
詔
書
(
、
『
印
広
)
、
囚
律
(
吋
H0
・N
)
、
功
令
第
州

五

(
吋
，g
-ω品
)、
赦
令
(
、
『
3
・
6
、
鰐
賞
科
別

(
司
NN-NNN)、
入
銭
関

口
問
(
↓
8
・
ω
印
)
、
焚
火
口
間
約
(
司
5
・H
叶
)
、
丞
相
御
史
刺
史
傑
(
A
，
g
・

3
)、
大
司
農
部
抜
僚
(
、
『
包
・
言
。
)
、

督
蒸
嫁
僚
(
叶ム∞

-
E由)、
愛
書
(
閉，

N
N

・
3
、
自
謹
愛
書
(
]『
印。・

3G)、
病
死
愛
書
(
、H
，S
・
8
∞)、

病
診
愛
書

(
吋
包
・
∞
C
)
、
成
卒
病
死
告
愛
書
(
何
同
点
以
・
印
O
)
、
射
愛
書
(
吋

E
・
3
、

劾
朕
(
司
NN
・
∞
N叶)、

郵
書
課
(
、
吋
臼

-Nま
)
、
勝
馬
課
(
司
MM-
室。〉
、
郵

書
騨
馬
課
(
司
自

-H
N)、
世
良
券
課
(
↓
印
H
・
8
5、
軍
書
課
(
司
NN
・
3
H〉、

郵
書
刺
(
吋
臼

-S
H
)、
過
書
刺
(
、『
日N
・叶
N
)
、
康
卒
刺

(
H
，
g
-
色申)、

鹿
吏
卒
刺
(
吋
お
・

ω
。〉、

折
傷
承
車
軸
刺
(
、H
，
g
-
怠喧)、

吏
針
曾
入
官
刺

(
、叶
印
0
・
8
0
)
、
券
刺
(
回り
N
N
-
M斗
ω
)
、
功
労
案
(
、
H，ι
・
印
。
)
、
卒
物
故
案

(
吋
8
・N
叶
叫
)
、
賞
食
者
案
(
、
H
，
g
・
5
3、
吏
奉
用
銭
致
(
、
『印
H

・
2
0)、

卒
康
致
(
、H，g
・
8
0
)、
使
者
治
所
録
(
司
NN
・
8
0
)、
刺
史
奏
事
簿
録
(
、
吋

臼

・
含
∞
)
、
府
録
(
、
H，g
-
M斗。)
、
省
丘
ハ
物
録

(
同り

NN
-MA乙
、
府
符
〈
同り
NN-

H

叶C
)
、
符

(
、H
，
g
・
白
)
、
日
迩
簿
(
叫
，
g
・
5
3、
博
(
、
吋
問
。
・
ω
由
)
、
検
(
吋
，

印0
・H
斗〉、

衣
豪
検

(
吋
印
日
・
念
品
)
、
衣
物
券
(
、

E
∞・

5
5、
貰
券
(
H
，2
・

8
3、
責
巻
(
叶印。・

E
∞
〉
、
往
来
書
券
(
司
NN
・
8
3、
告
部
機
記
算
単
位

(
明
日
N
・
8
3
、
刺
巻

(
司
NN
-足
。
、
激
算
(
吋
印
N
・
3
∞
〉
、
連
符
算
(
叶，

印
0
・
8
3、
劾
算
(
叶品∞・

2
)、
三
時
算
(
、
H，g
・
8
H)、
計
簿
算
(
、H，N由・

3
、
行
事
算

(
4
，
g
-
∞印
〉
な
ど
。

簿
籍
も
専
用
文
書
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
上
述
の
専
用
文
書
と
は
異
な
っ
た

特
徴
を
も

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
新
簡
に
見
え
る
稽
謂
に
は
次
の
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よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

四
時
簿
(
斗

g
・
8
6
、
吏
員
簿
(
、
『
臼
-
M
臼)
、
吏
比
六
百
石
定
簿
(
同
，

mH
・
8
S、
卒
出
入
簿
(
吋
由
・
食
)
、
罷
卒
簿
(
4
，N-M)、
醤
直
伐
閲
簿
(
、
『

印
ω
・
3
、
伐
閲
醤
直
累
官
簿
(
ベ
ロ
・

6
、
間
耐
震
賀
直
官
簿
(
↓
怠
・

3
)、

累
重
醤
直
伐
閲
簿
(
、
H

，
g
・品∞
N
)
、
二
千
石
以
下
至
佐
史
及
卒
賞
品
目
賜
簿
(
、『

印
?
色
己
、
諒
一
簿
(
、
H

，g
-
u
ω
)、
日
迩
簿
(
、『

2
・
5
)、
吏
卒
日
迩
簿
(
、
『

印∞
-
M
∞
)
、
卒
日
迩
簿

(ω
品、『
M

・
6
、
候
長
候
史
日
迩
簿
(
、
H

，
g
・
ぷ
)
、
省

卒
日
作
簿

(ω
品、
『
N-NO〉、

省
卒
伐
安
積
作
簿

(4
8
・
5
3、
省
卒
菱
自

作
簿
(
、
吋
m
N

・
2
)、
亭
日
作
簿
〈
H
，g
-
A
3、
計
簿
(
、
『
印
N

・
日
ぷ
)
、
奉
稼

簿
(
、
『印
-
A
H

叶
)
、
賦
銭
出
入
簿
(
、叶
品
・
芯
)
、
賦
銭
簿
(
、
叶
包

・
8
C、
吏
奉

秩
別
用
銭
簿
(
↓
g
-
S、
精
入
銭
出
入
縮
問
(
吋印

-H
N
C、
財
物
簿
(
、
叶
問
。
.

N

∞
)
、
財
物
出
入
簿
(
、
H

，
g
・
ω
印
)
、
財
物
直
銭
出
入
簿
(
吋
臼
・
∞
∞
)
、
穀
簿

(
司
N
N
-

b

由
)
、
穀
出
入
簿
(
、『

8
・
8
)、
米
瀦
簿
(
吋

g
・
5
0
)、
盛
出

入
簿
(
、
『斗・

5
)、
見
銭
感
簿
(
、
H

，m
N

・品∞∞〉、

安
積
別
待
(
吋
印
・
申
)
、
安

出
入
簿
(
、
H

，g
-
N印
。
、
股
出
入
簿
(
旬
以
・
己
、
折
傷
牛
車
出
入
簿
(
、
『

印
N
-
g
b、
臨
渠
官
種
簿
(
、
叶

g
-N由
)
、
泉
蒲
及
適
奨
諸
物
出
入
簿

(、
H，g
-

NN申
)
、
丘
ハ簿
(
↓

3
・
8
3、
全
兵
相
時

(
司
自
・
印
)
、

完
丘
(
出
入
簿
(
司
NN
・

念
。
)
、
被
丘
(
簿

(
m，M
M

・
8
3、
吏
卒
被
兵
簿
(
A
，m
0
・H
斗
印
)
、
吏
卒
被
丘
ハ
隠

別
簿
(
↓
8
・H
∞
由
)
、
吏
卒
被
丘
一
及
留
兵
簿
(
H
，
g
・
ω
白
)
、
卒
被
丘
(簿

(斗

印∞・

2
〉
、
折
傷
兵
出
入
簿
(
明
日
印

-N)、
兵
器
『
簿
(
吋
，g
-
HN由〉
、
守
御
器

簿
(
、
H，g
・
3
、
奏
事
簿

(4，g
・
8
N
)、
一
亭
聞
道
星
簿

(ω
品、
H，N
・
5
3。

吏
四
時
名
籍
〈
、
H，g
-
Eω)、
吏
卒
名
籍
(
、
H，m
-
ロ
ω)、
吏
名
籍
〈
、
H，g
・

2
)、
卒
名
籍
(
斗
印
。
・

5
H
)、
病
卒
名
籍

(
、H，g
-NHO)、
省
卒
名
籍
(
吋

由印・品。
N)、
罷
卒
籍

(吋印
N
-
M
E
)、
隠
名
籍
(
吋
臼

-E
∞
)
、
成
卒
定
罷
物

故
名
籍
(
、
『
印
ω
・
ω斗
)
、
成
卒
家
属
居
署
名
籍
(
吋
8
・
5
C、
家
愚
妻
子
居

署
省
名
籍
(
叶
品。

・
5
〉、
功
労
墨
時
間
名
籍
(
、
『印

-
C、
治
労
名
籍
(
斗印・

ωN)、
賜
魁
刀
名
籍
(
、『臼

・
色
申
)
、
秋
以
令
射
愛
書
名
籍
(
、
『
町田

・
自
己
、
卒

康
名
籍
(
、吋
印
-N4)、
吏
卒
康
名
籍
(
、
『
印
N
・品
N
S、
康
七
月
食
名
籍
(
吋

品
ω
・色、

卒
始
斐
名
籍
(
、
H

，
S
-N印)、

受
奉
名
籍
(
斗品。・

5
3、
吏
奉
賦

名
籍
(
、
『∞
-

H
)

、
受
瞭
銭
名
籍
(
明
白

-
Z〉
、
成
卒
受
庸
銭
名
籍
(
、
H

，
g
-

勾
ω)、
倉
穀
車
雨
名
籍
(
、
H，g
-E
S、
什
器
校
券
名
籍
(
吋
臼

・
5
0
)、
成

卒
物
故
衣
名
籍

(
H
，g
-
H
N)、
卒
所
賓
承
名
籍
(
叶
印
叶
・
自
己
、
成
卒
被
兵
名

籍

(
吋印∞・

ωω)
、
俵
兵
姑
威
名
籍
(
吋印
N

・
3
S、
罷
卒
留
兵
名
籍
(
叶
勾
-

E
)、
吏
簿
射
傷
脅
名
籍
(
、
H

，
g
・
ωN)、
責
籍
(
叶
8
・
5
6、
卒
貰
責
名
籍

(
吋
8
・
5
日
)
、
卒
行
道
貰
寅
名
籍
〈
、
『

ω
-
M〉
、
卒
行
道
貰
貿
衣
物
名
籍
(
↓

目印
-
M
由
印
)
、
成
卒
貰
寅
衣
財
物
名
籍
(
吋
S
-
h
)、
成
卒
行
道
貰
寅
衣
財
物

名
籍
〈
、
吋

8
・
NH∞
)
、
閣
卒
市
買
衣
物
名
籍
(
、
H，g
・
印
色
、
以
赦
令
菟
借
用
庶

人
名
籍
(
吋印・

5
印
)
、
出
入
関
致
籍
〈
、
叶
臼
・
呂
町
)
、

誼
任
名
籍
(
斗印
ω
・

]ミ
ω)
。
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以
上
は
新
簡
に
見
え
る
文
書
の
稽
謂
の
み
で
あ
っ
て
、
蛍
時
、
寅
際
に
用
い

ら
れ
て
い
た
文
書
の
種
類
は
こ
れ
よ
り
多
い
は
ず
で
あ
る
。
稽
謂
と
封
師
陣
す
る

文
書
本
文
を
識
別
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
が
、
一
歩

一
歩
解
決
し
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
識
別
に
お
い
て
は
、
務
請
と
本
文
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に

な
っ
て
い
る
資
料
を
特
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
の
よ
う
な
例
が

あ
る
。
〔
二
始
建
園
天
鳳
一
一
一
一
年
六
月
甲
申
朔
丁
酉
、
三
十
弁
郭
候
習
敢
言
之
。
謹

移
三
一
月
霊
六
月
嘗
食
考
案
、
敢

言

之

。

、

吋

∞

∞

-H
E

・
三
十
弁
候
官
始
建
圏
一
一
一
一
年
一
一
一
一
月
議
六
月
賞
食
者

案

、
H

，
g
・
5
印

三
月
像
成
卒
二
十
一
人
一
一
一
一
月
童
六
月
積
六
十
三
月

、H
，
g
・
呂
町

出
成
卒
二
十
一
人
一
一
一
一月
二
十
日
童
六
月
晦
滅
積
三
一
十
九
月
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、叶∞∞

-H
S

(司自∞

-
H
8
1、H，g
-
N

S

省
略
)

入
戎
卒
二
十
八
人
三
一
月
護
六
月
積
八
十
三
一
月
斗
包

N

E

出
成
卒
二
十
八
人
三
一
月
童
五
月
晦
減
積
五
十
六
月

吋
8
・
8印

・
凡
成
卒
百
一
十
六
人
三
一
月
重
六
月
定
積
奈
十
三
月
五
日叶酌∞・

N
C由

・
三
十
井
侠
官
始
建
園
天
鳳
一
一
一
一
年
一
一
一
一
月
議
六
月
嘗
食
者
案
吋∞∞・
N
O吋

つ
己
・
新
始
建
園
地
皇
上
戊
一
一
一
一
年
七
月
行
塞
省
兵
物
録
句
N
N
-
N
g

省
候
長
鞍
馬
迫
逐
具
、
吏
卒
皆
知
盟
問
火
品
約
不

句
N
N
-
N

S

省
蒸
干
鹿
慶
一
索
完
堅
調
利
、
候
卒
有
席
薦
不

明
N
N
-
N
ω
∞

省
守
街
具
、
場
戸
調
利
、

有

犬

不

明

N
N
-
N
包

図

不

司

N
N
-
M
A
C

-
右

省

卒

兵

物

録

明

日

N

・
ピ
H

以
上
の
二
例
は
。
案
。
と
φ

録
。
で
あ
る
が
、
本
文
の
な
い
栴
謂
は
識
別
す

る
の
が
も
っ
と
難
し
い
。

居
延
漢
簡
に
は
し
ば
し
ば
。
如
牒
。
と
い
う
語
が
み
え
る
が
、
こ
の
ク
牒
。

と
い
う
の
は
普
通
は
附
属
文
書
を
さ
す
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

〔
一
二
〕
建
武
三
年
三
月
了
亥
朔
己
丑
、
成
北
除
一
長
議
敢
言
之
。
選
二
月
壬
午

病
加
雨
牌
難
種
、
伺
脅
丈
揖
側
、
不
耐
食

匂
N

N

-

g

飲
、
未
能
税
事
、
敢
言
之

町
N
N
-

∞同

一一一
月
丁
亥
朔
辛
卯
、
減
北
守
候
長
匡
敢
言
之
。
謹
潟
移
黙
長
議
病
書

如

牒

、

敢

言

之

。

今

言

府

請

令

就

盤

。

同

り

N

N

-

S

こ
の
m，N
N

・

s-
回
二
簡
は
。
病
室
田
。
の
篤
し
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
抄

録
し
て
い
る
の
で
、
。
病
害
。
本
文
の
様
相
を
反
映
し
て
い
る
。
司
N
N
-
S

筒

は
上
行
文
書
の
(
附
録
で
は
な
い
)
主
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
ク
如
牒
。
と

は
上
述
の
抄
録
さ
れ
た
。
病
室
目
。
で
あ
っ
て
、
主
文
に
附
属
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
タ
今
言
府
請
令
就
盤
。
の
筆
跡
は
そ
の
他
の
部
分
と
は
遣
っ
て
い
る
の

で
、
候
官
か
ら
出
さ
れ
た
指
示
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

専
用
文
書
中
の
。
検
。
は
形
状
が
特
殊
で
、
普
通
は
そ
れ
で
文
書
或
い
は
物

品
を
封
滅
す
る
が
、
そ
の
懸
用
範
函
は
庚
い
。
新
衡
に
見
え
る
、
稽
謂
と
そ
の

本
文
が
一
つ
に
品
脅
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
何
回
》
吋
日
N
-

念
品
。
成
卒
貌
郡
蜘
州
都
皇

越
元
衣
索
機
・
・

0
0

が
あ
る
。
こ
れ
は
衣
棄
を
封
滅
し
た
も
の
で
あ
る
。
文

書
の
封
検
は
例
え
ば
何
回u
、H
，E
-
A
S∞
ク
甲
渠
侯
官
少
の
よ
う
に
、
通
常
受
け
取

る
人
の
姓
名
或
い
は
機
構
の
稽
謂
を
書
く
が
、
私
人
の
手
紙
の
場
合
は
何
回
J
，

ミ
・

5
0・
王
忠
記
奏
甚
君
。
。
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
受
取
人
と
差
出
人
が

い
っ
し
ょ
に
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

専
用
文
書
中
の
タ
巻
。
と
。
算
。
は
文
書
庭
理
の
最
終
段
階
|
|
巻
立
て
を

し
て
保
存
す
る
時
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、
表
題
は
普
通
褐
に
書
か
れ
る
。

。
答
。
と
ク
算
。
は
決
し
て
あ
る
文
書
の
専
務
で
は
な
く
、
あ
る
種
類
(
事
柄

や
期
開
に
基
づ
い
た
)
の
文
書
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
明
N
N

・
8
∞

φ

建
武
黍
年
四
月
以
来
府
往
来
書
且
位
。
は
、
建
武
七
年
の
。
府
往
来
室
田
φ

を
集

め
た
も
の
で
あ
り
、
、
H

，S
・
ω斗∞

J
初
元
四
年
正
月
霊
十
二
月
椴
算
。
は
、
初

元
四
年
一
年
聞
の
ゥ
激
。
の
合
計
で
あ
る
。

あ
る
期
閲
ご
と
に
報
告
さ
れ
る
文
書
に
も
、
。
月
言
簿
タ
(
回
り
N
N

・
8
8、

λγ

四
時
簿
。
(
叶
，

s・
8
C
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
期
限
を
示
し
た
稽
謂
が

あ
る
。受
信
、
愛
信
、
俸
達
記
録
な
ど
は
み
な
文
書
鹿
理
過
程
で
生
み
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
簡
般
を
分
類
す
る
際
に
は
、
文
書
運
用
制
度
の
研
究
を
重

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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総
じ
て
言
え
ば
、
簡
績
の
文
書
息
一
白
内
容
は
非
常
に
豊
富
で
、
多
く
の
方
面

に
お
い
て
な
お
我
々
が
開
拓
し
て
ゆ
く
徐
地
が
あ
る
。
永
田
分
類
法
が
す
で
に

非
常
に
す
ば
ら
し
い
手
本
を
示
し
て
く
れ
た
。
今
後
の
研
究
は
き
っ
と
飛
躍
的

な
進
展
を
み
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。
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